
〔問〕

昭和 47年度 (問題)

午前の部

1. It:r: = 1 (xo孟x豆Xo十 1)なる場合K 仔XQを求めよ。

2. 次式を証明せよo ここV<::，保険金は期末払とするo

Px:司 =tV:r::司・ P:r::司十 (1-tV:r::司)・ p1:司 ( t =し 2， n ) 

3. 逓増する年賦償還金(償還期間九年，年利率J，期末払，年賦償還金の対前年度比は

1十γ)Kよって，九年間K返済する条件で信用貸付を受けた債務者を被保険者とし，未

返済残高を保険金額とする保険期間九年払込期間m年 (mくn)の死亡保険(保険金期末

払)の平準純保険料および純保険料式責任準備金(予定利率~ )の算式を求めよ。

干後の部

4. 保険金額10，000円，保険期間10年，加入年齢45歳の養老保険Kおいて， 第5保険年度

末Kおける解決返戻金は4，457円とする占 この時点Kおける払済保険の保険金額および延

長保険の生存保険金額を計算せよo ここK， Aso:封=0・77札 ALo:司=0.0519て予定事
業費率は用いないものとし，解約控除率は Oとするo

5. 次式を証明せよo

A:r:+t-It:r:十 t・α:r:+t
石(tす(A:r:)J =・ 万二

6. 最初のn年間の死亡には額面保険金1K責任準備金を加えて支払い，以後の死亡Kは額面

保険金1のみ支払う終身保険の年払純保険料を求めよ。ここK，加入年齢は♂歳とし保険給
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〔問〕

付は期末払とするo

一引ー



昭和 47年度 (解答〉

午前の部

-.[t jI.x+ $ ds 
tPx e-U ω 

X=Xo， t= 1 を①K代入するとO三S三 1でμx+$=1だから

pso=e-411ds=e-1 

:. ffxo = 1 -P xo 1 -e-1 ・H ・..…(答)

2 右辺 tVx:訂・ (px:司-PL:百 )+P;・下

tV x:司・ Px:七十 P;:百

(Ax+t : jj;""=司 -Px:司・ α叶 t:"'n士司)Px:す1十 Px:71 
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Px:玄1

=左辺
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初回償還金を(1十γ)Rとすれば次式が成り立つo

1+γ(  1十γ)2 . (1十rr
Rーーァ+R一一?で+… H ・H ・...+R一一一一一
1十) (1ガ )t (1十))九

貸付金額を 1とし，3. 
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故K求める純保険料は

n ， # _， (f') 
~ (1十r)t-1 α点字了lOx+t-1

Nx - Nx+m 

令

'
'
-
-
b
d

十
.
一
(
「
耐

1

一
α一一

P
 

(t < m) 
α(〆 Nx+t-Nx+九
n -Sl 

Dx+t 
r
 
、‘，，T
 
十〆g

、
9
 
+
 
s
 

円
U

寸
マ
ム
H
U
.

制
帥

S

純保険料式責任準備金は

+
 

一D
S

1 +) 
tV= -ーー一一一 入

~(ハー

(〆)
ox+s (1十r)SαF司

十

Z円
旬一…

v
一一

Ox は予定利率 t~ よるo
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午後の部

4. 解約控除率がOだから解約返戻金は責任準備金K等しL、。

5. 

払済保険の保険金額8'は，責任準備金を一時払純保険料で割ってえられるo

すなわち， 8' =StV:x;:司-
A:x;+t: 11.士t1

ここ vcSは:10，000円

5 V 45 : 101 = O. 44 5 7 A45+5 :阿=同=A50:司+Aoo:'も=附仲間38

0.8257 

8' 
4457 円〕

= 5，398……...・H ・-・(答)
0.8257 

解約時における定期保険の保険料は519円であるo

一方}解約返戻金は 4，457円であるから残りの

4，457円ー 519円=3，938円が生存保険部分K充当されるo

生存保険金額を 8eとすれば

3，938 

0.7738 

(円〕
5，089・H ・H ・，..・H ・， (答〉

8α :x;+t 
t V ( Ax) Ax+ t - P:x; α:x;+t 1 -(p:x;十 o)a:x;+t = ーヲ二

--:x; 

d _ _ _ d α:x;+ t .... / 1" d 
. d~ ( t V (A :x;) J = d ~ ( 1 - -i:x"-~ J = (--;x) (à~・イ∞ Vs s P:x;+ t ds) 

= (之)(イ ur(tsh)ds)

(-会)(Jus山(んtーん+t+s) ds) 

(ーを)x μs+t fzys s P :x;+t ds十

ーコ;- tL:X;+ t αx+t 十一=ァ Ax+t
LL:x; αx 

Ax+t一 μ:x;+t α:x;+t 

αs 
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6. i)最初の九年間の給付K対し次式が成り立つ。

tV十 p - vg.-x+t(1十 t+1V ) v P x+ t ・ t+1V 

'. t
V十 p - vg.-x+t v(Px+t十 7f，7: + t ) t + I V = V t+ I V 

v
tをかけると vt tV 十 vtp- vt+1 g.-x+t vt+1・t+lV 

t = 0 ~n-1 を代入して辺々加えると

5・可 p-妥luA FA-l = V 叫V..................(l)

ii )九年以後の給付K対して次式が成りー立つo

tV 十 p- V g.-x+t V P x+ t • t + 1 V 

L x+t vx
+tをかけると .t x+ t vx

+ t 
t V 十.tx+t Vx+t p - dx+tvx+t+l 

L x+ t + 1 v
x+ t + 1 

t + 1 V 

基数K直して D x+ t t V 十 Dx+tP- Cx+t Dx+t+l ・t+1V

t=n~∞を代入して辺々加えると

Dx+九 .RV 十
p. Nx+叫 - Mx+札 o ・・・…・H ・H ・.， (2) 

(2)より
乱V
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